
（増刊 13）東 京 都 公 報令和6年3月29日（金曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

１３

条

例

○
東
京
都
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
）…
�

○
東
京
都
知
事
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
附
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
住
民
基
本
台
帳
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
区
市
町
村
振
興
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�	

○
東
京
都
震
災
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�	

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
）…
�	

○
東
京
都
人
事
委
員
会
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
人
事
委
員
会
）…
�


○
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
）…
�


○
東
京
都
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…（
東
京
都
監
査
委
員
）…
�


○
東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
財
務
局
）…
��

○
東
京
都
都
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
主
税
局
）…
��

○
東
京
都
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
固
定
資
産
評
価
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の

賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
収
用
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
収
用
委
員
会
）…
��

○
東
京
都
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
）…
��

○
東
京
都
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
教
育
委
員
会
）…
��

○
学
校
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…（
同
）…
��

○
都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…（
同
）…
��

○
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…（
同
）…
��

○
東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
）…
��

○
東
京
都
市
計
画
事
業
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
等
を
廃
止
す
る
条
例
…
…
…
…（
同
）…
�


○
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
）…
��
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○
東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
東
京
都
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
号
）

一

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政

運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
一
六
号
）
等
の
施
行
に
よ
る

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
二
年
法
律
第
八
一
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
八
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
知
事
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
号
）

一

東
京
都
知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
月
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

㈠

知
事

月
額

一
、
四
五
六
、
〇
〇
〇
円

↓

一
、
四
六
〇
、
〇
〇
〇
円

㈡

副
知
事

月
額

一
、
一
八
九
、
〇
〇
〇
円

↓

一
、
一
九
二
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
附
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
六
号
）

一

東
京
都
附
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

勤
務
一
日
に
つ
き

三
五
、
四
〇
〇
円

↓

三
五
、
五
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
号
）

一

非
常
勤
職
員
の
報
酬
の
限
度
額
等
を
改
定
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
号
）

一

職
員
の
定
数
を
改
め
ま
す
。

区
分

改
正
後
（
人
）

改
正
前
（
人
）

増
（
△
）
減

知
事
部
局

一
九
、
〇
六
八

一
八
、
八
二
七

二
四
一

公
営
企
業

一
二
、
八
三
九

一
二
、
八
五
六

△
一
七

議
会
・
行
政
委
員
会

一
、
一
一
九

一
、
〇
七
三

四
六

合
計

三
三
、
〇
二
六

三
二
、
七
五
六

二
七
〇

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例

第
九
号
）

一

特
別
区
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
に
係
る
規
定
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例

第
一
〇
号
）

一

市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
に
係
る
規
定
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
住
民
基
本
台
帳
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
一
号
）

一

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
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運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
一
六
号
）
等
の
施
行
に
よ
る

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
二
年
法
律
第
八
一
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
八
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
二
号
）

一

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政

運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
一
六
号
）
の
施
行
に
よ
る
住

民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
二
年
法
律
第
八
一
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
〇
号
に
規
定
す

る
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
一
三
号
）

一

特
別
区
の
行
政
に
要
す
る
経
費
の
測
定
単
位
ご
と
の
単
位
費
用
の
額
を
改
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
区
市
町
村
振
興
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
四
号
）

一

基
金
の
額
を
改
め
ま
す
。

三
一
六
、
八
九
四
、
〇
四
三
千
円

↓

三
一
五
、
八
四
九
、
八
七
六
千
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
震
災
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
五
号
）

一

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
五
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
条
例
第
一
六
号
）

一

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
八
号
）
第
一
条
の
規
定
の
施
行
に
よ
る
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
五
年

法
律
第
二
七
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か

遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七

号
）

一

東
京
都
人
事
委
員
会
委
員
の
給
料
及
び
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
例
）
常
勤
の
委
員
の
給
料

月
額

八
六
二
、
〇
〇
〇
円

↓

八
六
四
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
八

号
）

一

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
例
）
委
員
長

月
額

五
二
三
、
〇
〇
〇
円

↓

五
二
四
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
九
号
）

一

東
京
都
監
査
委
員
の
給
料
及
び
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
例
）
常
勤
の
識
見
監
査
委
員
の
給
料

㈠

代
表
監
査
委
員

月
額

八
六
二
、
〇
〇
〇
円

↓

八
六
四
、
〇
〇
〇
円

㈡

そ
の
他
の
監
査
委
員

月
額

八
四
六
、
〇
〇
〇
円

↓

八
四
八
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
条
例
第
二
〇
号
）

一

東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
例
）
議
長

月
額

一
、
二
七
一
、
〇
〇
〇
円

↓

一
、
二
七
四
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
都
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
一
号
）

一

小
規
模
住
宅
用
地
に
係
る
都
市
計
画
税
を
二
分
の
一
と
す
る
軽
減
措
置
を
、
令
和
六
年
度
も

継
続
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
二
号
）

一

東
京
都
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

勤
務
一
日
に
つ
き

二
八
、
〇
〇
〇
円

↓

二
八
、
一
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
固
定
資
産
評
価
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条

例
第
二
三
号
）

一

東
京
都
固
定
資
産
評
価
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

勤
務
一
日
に
つ
き

二
八
、
〇
〇
〇
円

↓

二
八
、
一
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課

徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
四
号
）

一

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
一
九
号
）
の
施
行
等
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
収
用
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
二
五
号
）

一

東
京
都
収
用
委
員
会
委
員
及
び
予
備
委
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
例
）
会
長

月
額

五
二
三
、
〇
〇
〇
円
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↓

五
二
四
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
六
号
）

一

東
京
辰
巳
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
新
設
及
び
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
体
育
館
の

改
修
等
に
伴
い
、
利
用
料
金
に
係
る
規
定
を
設
け
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

（
例
）
東
京
辰
巳
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
お
け
る
メ
イ
ン
リ
ン
ク
の
利
用
料
金
（
専
用
使
用
の
場

合
）
の
上
限
額

入
場
料
の
徴
収
等
を
し
な
い
場
合

三
八
、
〇
二
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二

七
号
）

一

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
九
年
条
例
第
三
〇
号
）

の
改
正
等
に
伴
い
、
特
別
区
及
び
市
町
村
の
事
務
の
範
囲
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
学
校
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
八
号
）

一

学
校
職
員
の
定
数
を
改
め
ま
す
。

区
分

改
正
後
（
人
）

改
正
前
（
人
）

増
（
△
）
減

小
学
校

三
四
、
八
三
一

三
四
、
三
四
三

四
八
八

中
学
校

一
六
、
三
八
六

一
六
、
三
四
五

四
一

高
等
学
校

一
〇
、
五
五
一

一
〇
、
四
八
一

七
〇

特
別
支
援
学
校

六
、
五
〇
六

六
、
三
二
一

一
八
五

合
計

六
八
、
二
七
四

六
七
、
四
九
〇

七
八
四

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条

例
第
二
九
号
）

一

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

月
額

四
二
九
、
〇
〇
〇
円

↓

四
三
〇
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
〇

号
）

一

東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
料
の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

月
額

一
、
一
〇
七
、
〇
〇
〇
円

↓

一
、
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三

一
号
）

一

時
間
講
師
の
勤
務
時
間
の
対
象
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
二
号
）

一

東
京
都
教
育
庁
小
笠
原
出
張
所
の
設
置
に
伴
い
、
小
笠
原
業
務
手
当
の
支
給
対
象
を
改
め
ま

す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第

三
三
号
）

一

東
京
都
教
育
庁
小
笠
原
出
張
所
の
設
置
に
伴
い
、
小
笠
原
業
務
手
当
の
支
給
対
象
を
改
め
ま

す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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条

例

東
京
都
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
四
号

東
京
都
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
第
二
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十

三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
令
和
五
年
改
正
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
（
以
下
「
公
布
日
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
か

遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

令
和
五
年
改
正
法
の
施
行
の
日
が
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者

の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六

号
）
附
則
第
一
条
第
十
号
に
規
定
す
る
日
又
は
公
布
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、

同
日
か
ら
令
和
五
年
改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の

東
京
都
情
報
公
開
条
例
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
三
十
条
の

四
十
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
条
の
四
十
第
二
項
（
同
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

東
京
都
知
事
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
四
号
）

一

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
五
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
許
可
申
請
手
数
料
に
係
る
規
定
を
改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
市
計
画
事
業
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
等
を
廃
止
す
る
条
例
（
条
例
第
三
五

号
）

一

東
京
都
市
計
画
事
業
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
終
了
に
伴
い
、
廃
止
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
条
例
第
三
六
号
）

一

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
五
号
）
の
施
行
を
踏

ま
え
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
に
伴
う
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
中
間
検
査
に
関
す
る
規

制
の
強
化
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
七
号
）

一

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
〇
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
八
号
）

一

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
〇
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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◉
東
京
都
条
例
第
五
号

東
京
都
知
事
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
知
事
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
東
京
都
条
例
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
㈠
中
「
一
、
四
五
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
四
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
一
八
九
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
九
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
附
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公

布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
六
号

東
京
都
附
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

東
京
都
附
属
機
関
の
構
成
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
条
例

第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
五
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
中
「
三
二
、
六
〇
〇
」
を
「
三
二
、
九
〇
〇
」
に
、
「
六
五
七
、
〇
〇
〇
」
を
「
六
六
三
、

〇
〇
〇
」
に
、
「
一
〇
、
九
〇
〇
」
を
「
一
一
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
二
三
、
八
〇
〇
」
を
「
二
四
、
〇

〇
〇
」
に
、
「
四
七
九
、
〇
〇
〇
」
を
「
四
八
三
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
八
、
一
〇
〇
」
を
「
八
、
二
〇

〇
」
に
、
「
二
一
、
九
〇
〇
」
を
「
二
二
、
一
〇
〇
」
に
、
「
四
四
六
、
〇
〇
〇
」
を
「
四
五
〇
、
〇

〇
〇
」
に
、
「
七
、
三
〇
〇
」
を
「
七
、
四
〇
〇
」
に
、
「
三
三
三
、
〇
〇
〇
」
を
「
三
三
四
、
〇
〇

〇
」
に
改
め
る
。

別
表
三
中
「
一
七
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
三
五
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三

五
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
七
〇
〇
円
」
を
「
五
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
五
、
四
〇
〇
円
」
を

「
一
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
七
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
号

東
京
都
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
「
一
八
、
八
二
七
人
」
を
「
一
九
、
〇
六
八
人
」
に
改
め
、
同
表
二

の
項
中
「
六
、
七
〇
二
人
」
を
「
六
、
七
一
五
人
」
に
、
「
三
、
六
三
三
人
」
を
「
三
、
六
〇
三
人
」

に
、
「
一
二
、
八
五
六
人
」
を
「
一
二
、
八
三
九
人
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
六
三
人
」
を
「
六

四
人
」
に
改
め
、
同
表
七
の
項
中
「
七
四
一
人
」
を
「
七
八
六
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
三

二
、
七
五
六
人
」
を
「
三
三
、
〇
二
六
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
九
号

特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
八
の
項
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十

五
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の
宅
地
造

成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い

う
。
）
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七

年
建
設
省
令
第
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等

規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い

う
。
）
及
び
法
の
施
行
の
た
め
の
規
則
」
に
改
め
、
同
項
イ
中
「
旧
法
第
八
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十

二
条
第
一
項
」
に
、
「
宅
地
造
成
」
を
「
宅
地
造
成
等
」
に
、
「
許
可
及
び
」
を
「
許
可
、
」
に
改
め
、

「
付
加
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
許
可
に
係
る
公

表
」
を
加
え
、
同
項
ロ
中
「
旧
法
第
十
条
第
二
項
」
を
「
法
第
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
許
可
又
は
」

を
「
許
可
証
の
交
付
又
は
」
に
改
め
、
同
項
ハ
中
「
旧
法
第
十
一
条
」
を
「
法
第
十
五
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
ニ
中
「
旧
法
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び

に
」
に
、
「
旧
法
第
八
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
付
加
」
の
下
に
「
及
び

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画
の
変
更
の
許
可
に
係
る
公
表
」
を
加
え
、
同
項
ホ
中
「
旧
法

第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
に
、
「
旧
法
第
十
条
第
二
項
」
を
「
法
第
十
四
条
第

二
項
」
に
、
「
許
可
又
は
」
を
「
許
可
証
の
交
付
又
は
」
に
改
め
、
同
項
ヘ
中
「
旧
法
第
十
二
条
第
三

項
」
を
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
に
、
「
旧
法
第
十
一
条
」
を
「
法
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

項
ト
中
「
旧
法
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
検
査
及
び
」
を
「
検
査
、
」

に
改
め
、
「
交
付
」
の
下
に
「
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
土
石
の
除
却
の
確
認
及
び
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
」
を
加
え
、
同
項
ワ
中
「
旧
法
第
十
九
条
」
を
「
法
第
二
十
五
条
」

に
改
め
、
同
項
中
ワ
を
ヨ
と
し
、
同
項
ヲ
中
「
旧
法
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
法
第
二
十
四
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
項
中
ヲ
を
カ
と
し
、
同
項
ル
中
「
旧
法
第
十
七
条
」
を
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
及

び
第
二
項
」
に
、
「
改
善
命
令
等
」
を
「
改
善
命
令
」
に
改
め
、
同
項
中
ル
を
ワ
と
し
、
同
項
ヌ
中

「
旧
法
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
、
「
宅
地
造
成
」
を
「
宅
地
造
成
等
」

に
改
め
、
同
項
中
ヌ
を
ヲ
と
し
、
同
項
リ
中
「
旧
法
第
十
五
条
」
を
「
法
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
「
受
理
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
届
出
に

係
る
公
表
」
を
加
え
、
同
項
中
リ
を
ル
と
し
、
同
項
チ
中
「
旧
法
第
十
四
条
」
を
「
法
第
二
十
条
第
一

項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
、
「
監
督
処
分
等
」
を
「
監
督
処
分
」
に
改
め
、
同
項
中
チ
を
ヌ
と
し
、
ト

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
に
係
る
工
事
完
了
の
検
査
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付

リ

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
に
報
告
す
べ
き
定
期
の
報
告
書
の
受
理

第
二
条
の
表
八
の
項
ヨ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

タ

省
令
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
発
行
及
び
交
付

レ

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
の
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
書
面

の
受
理
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
の
指
定
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特

定
工
程
の
指
定
の
通
知

ソ

条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
盛
土
規
制
法
調
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
調
書
」

と
い
う
。
）
の
調
製
及
び
保
管
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
書
へ
の
登
録
並
び
に
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
調
書
の
閲
覧
及
び
写
し
の
交
付
に
関
す
る
事
務

ツ

イ
か
ら
ソ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
の
施
行
に
係
る
事
務
の
う
ち
規
則
に
基
づ
く
事

務
で
あ
っ
て
別
に
規
則
で
定
め
る
も
の

第
二
条
の
表
九
の
項
ロ
⑴
中
「
都
の
建
築
主
事
」
を
「
都
の
建
築
主
事
等
」
に
改
め
、
同
項
ロ
⑴
イ

中
「
建
築
主
事
」
の
下
に
「
又
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同

表
十
の
項
イ
、
十
二
の
項
イ
、
十
五
の
二
の
項
、
十
八
の
項
、
十
九
の
項
、
二
十
一
の
項
及
び
二
十
二

の
項
中
「
建
築
主
事
」
を
「
建
築
主
事
等
」
に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
八
の
項
の
改
正
規

定
及
び
次
項
の
規
定
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例

第
三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
宅
地
造
成
等
規
制
法

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
本
文
の
許
可
（
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
経
過
措
置
期
間
の
経
過
前
に
さ
れ
た
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）

第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
含
む
。
）
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
当
該
許
可
に
係
る

宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
区
に
お
け
る
東

京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
表
八
の
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
号

市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
六
の
項
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十

五
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の
宅
地
造

成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い

う
。
）
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七

年
建
設
省
令
第
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等

規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い

う
。
）
及
び
法
の
施
行
の
た
め
の
規
則
」
に
、
「
も
の
。
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
項
イ
中
「
旧
法

第
八
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
宅
地
造
成
」
を
「
宅
地
造
成
等
」
に
、
「
許
可

及
び
」
を
「
許
可
、
」
に
改
め
、
「
付
加
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
造
成
等

に
関
す
る
工
事
の
許
可
に
係
る
公
表
」
を
加
え
、
同
項
ロ
中
「
旧
法
第
十
条
第
二
項
」
を
「
法
第
十
四

条
第
二
項
」
に
、
「
許
可
又
は
」
を
「
許
可
証
の
交
付
又
は
」
に
改
め
、
同
項
ハ
中
「
旧
法
第
十
一

条
」
を
「
法
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
ニ
中
「
旧
法
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
六
条

第
一
項
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、
「
旧
法
第
八
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
二
条
第
三
項
」

に
改
め
、
「
付
加
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
計
画
の
変
更
の
許
可
に
係
る

公
表
」
を
加
え
、
同
項
ホ
中
「
旧
法
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
に
、
「
旧
法
第

十
条
第
二
項
」
を
「
法
第
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
許
可
又
は
」
を
「
許
可
証
の
交
付
又
は
」
に
改
め
、

同
項
ヘ
中
「
旧
法
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
に
、
「
旧
法
第
十
一
条
」
を
「
法

第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
ト
中
「
旧
法
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、

「
検
査
及
び
」
を
「
検
査
、
」
に
改
め
、
「
交
付
」
の
下
に
「
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
土
石
の

除
却
の
確
認
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
」
を
加
え
、
同
項
ワ
中
「
旧
法
第
十

九
条
」
を
「
法
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
項
中
ワ
を
ヨ
と
し
、
同
項
ヲ
中
「
旧
法
第
十
八
条
第
一

項
」
を
「
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
ヲ
を
カ
と
し
、
同
項
ル
中
「
旧
法
第
十
七
条
」

を
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
改
善
命
令
等
」
を
「
改
善
命
令
」
に
改
め
、
同
項

中
ル
を
ワ
と
し
、
同
項
ヌ
中
「
旧
法
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
、
「
宅
地

造
成
」
を
「
宅
地
造
成
等
」
に
改
め
、
同
項
中
ヌ
を
ヲ
と
し
、
同
項
リ
中
「
旧
法
第
十
五
条
」
を
「
法

第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
「
受
理
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
工
事
の
届
出
に
係
る
公
表
」
を
加
え
、
同
項
中
リ
を
ル
と
し
、
同
項
チ
中
「
旧
法
第
十
四

条
」
を
「
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
、
「
監
督
処
分
等
」
を
「
監
督
処
分
」
に
改
め
、

同
項
中
チ
を
ヌ
と
し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
に
係
る
工
事
完
了
の
検
査
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付

リ

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
に
報
告
す
べ
き
定
期
の
報
告
書
の
受
理

第
二
条
の
表
六
の
項
ヨ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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タ

省
令
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
発
行
及
び
交
付

レ

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
の
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
書
面

の
受
理
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
の
指
定
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特

定
工
程
の
指
定
の
通
知

ソ

条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
盛
土
規
制
法
調
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
調
書
」

と
い
う
。
）
の
調
製
及
び
保
管
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
書
へ
の
登
録
並
び
に
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
調
書
の
閲
覧
及
び
写
し
の
交
付
に
関
す
る
事
務

ツ

イ
か
ら
ソ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
の
施
行
に
係
る
事
務
の
う
ち
規
則
に
基
づ
く
事

務
で
あ
っ
て
別
に
規
則
で
定
め
る
も
の

第
二
条
の
表
七
の
項
ロ
中
「
建
築
主
事
」
の
下
に
「
又
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」
と

い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
ハ
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
又
は
第
七
項
」
に
、
「
建
築
主

事
」
を
「
建
築
主
事
等
」
に
改
め
、
同
表
八
の
項
イ
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
又
は
第
七

項
」
に
、
「
建
築
主
事
」
を
「
建
築
主
事
等
」
に
改
め
、
同
表
九
の
項
中
「
八
王
子
市
」
の
下
に
「
及

び
町
田
市
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
条
の
表
十
の
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
又
は
第
七
項
」
に
、
「
建
築
主
事
」
を

「
建
築
主
事
等
」
に
改
め
、
同
表
十
一
の
項
、
十
二
の
項
、
十
四
の
項
及
び
十
五
の
項
中
「
建
築
主

事
」
を
「
建
築
主
事
等
」
に
改
め
、
同
表
二
十
九
の
四
の
項
中
「
指
導
」
を
「
援
助
」
に
改
め
、
同
表

三
十
三
の
項
ト
か
ら
ヌ
ま
で
の
規
定
中
「
国
分
寺
市
」
の
下
に
「
、
国
立
市
」
を
、
「
東
大
和
市
」
の

下
に
「
、
武
蔵
村
山
市
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
六
の
項
の
改
正
規

定
及
び
次
項
の
規
定
は
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第

三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
、
同
表
九
の
項
の
改
正
規
定
及
び
同
表
に
九
の
二
の
項
を
加
え
る
改

正
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
（
第
二
条
の
表
六
の
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
の
施
行

の
際
、
現
に
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
。
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八
条

九
の
二

屋
外
広
告
物
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
も
の

イ

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
代
執
行

ロ

法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
除
却
そ
の
他
必
要
な
措
置
及
び
費
用
の
徴
収

ハ

法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
は
り
紙
、
は
り
札
等
、
広
告
旗
又
は
立
看
板
等
の
除
却

ニ

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
屋
外
広
告
物
又
は
こ
れ
を
掲
出
す
る
物
件
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
広
告
物
等
」
と
い
う
。
）
の
保
管

ホ

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

ヘ

法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
広
告
物
等
の
価
額
の
評
価
、
売
却
及
び
売
却
代
金
の
保
管

ト

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
広
告
物
等
の
廃
棄

チ

法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
除
却
、
保
管
、
売
却
、
公
示
そ
の
他
の
措
置
に
要
し
た
費
用
の
請

求

町
田
市
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第
一
項
本
文
の
許
可
（
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
過
措
置
期
間
の
経
過
前
に
さ
れ

た
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
含

む
。
）
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
当
該
許
可
に
係
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
規
制
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
二
条

の
表
六
の
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

住
民
基
本
台
帳
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
一
号

住
民
基
本
台
帳
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
法
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
第
三
十
条
の
三
十
二
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
又
は
都
道
府
県
知
事

保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
令
和
五
年
改
正
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
（
以
下
「
公
布
日
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
か

遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

令
和
五
年
改
正
法
の
施
行
の
日
が
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者

の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六

号
）
附
則
第
一
条
第
十
号
に
規
定
す
る
日
又
は
公
布
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、

同
日
か
ら
令
和
五
年
改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の

住
民
基
本
台
帳
法
関
係
手
数
料
条
例
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
見
出
し
中
「
都

道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
等
」
と
、

同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
三
十
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
の
三
十
二
第
一
項
（
法

第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
保
存

本
人
確
認
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
又
は
都
道
府
県
知
事
保
存
附

票
本
人
確
認
情
報
」
と
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
二
号

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
九
年
東
京

都
条
例
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
、
「
同
じ
。
）
」
の
下
に

「
及
び
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
（
法
第
三
十
条
の
四
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
都
道

府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
の
利
用
に
係
る
事
務
）

第
三
条
の
二

法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
務
の
う
ち
、

知
事
が
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
（
住
民
票
コ
ー
ド
を
除
く
。
）
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
務
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二

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
知
事
が
行
う
も
の

（
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
他
の
執
行
機
関
及
び
事
務
）

第
三
条
の
三

法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
他
の
執
行
機

関
及
び
事
務
の
う
ち
、
知
事
が
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
（
住
民
票
コ
ー
ド
を
除

く
。
）
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中

「
前
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
「
提
供
」
の
下
に
「
並
び
に
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
二
項

及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
の
他
の
執
行
機
関
へ
の
提
供
」
を

加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
及
び
都
道
府
県
知
事
保
存

附
票
本
人
確
認
情
報
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
二
号
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中

「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
並
び
に
法
第
三
十
条

の
十
三
第
一
項
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
を
「
、
法
第
三
十

条
の
四
十
四
の
六
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確

認
情
報
の
利
用
の
状
況
並
び
に
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
条
の
三
の
規
定

に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
第
二
条
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
二
」
を
加
え
、
同
表
二
十
五
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

二
十
六

〇
一
八
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二
中
「
第
三
条
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
三
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並

び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
十

号
に
規
定
す
る
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

三
条
の
改
正
規
定
及
び
第
七
条
の
改
正
規
定
（
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十

五
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
公
布
の
日
か
ら
、
別
表
第
一
の
改
正
規
定
（
同

表
二
十
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
準
備
行
為
）

２

知
事
並
び
に
別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
提
供
を
受
け
る
他
の
執
行
機
関
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行

政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存

本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規

定
の
例
に
よ
り
、
改
正
後
の
条
例
に
規
定
す
る
事
務
の
実
施
に
必
要
な
準
備
行
為
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公

布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
三
号

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
条
例

第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
十
条
関
係
）

一

経
常
的
経
費
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経
費
の
種
類

測

定

単

位

単

位

費

用

一

議
会
総
務
費

１

議
会
総
務
費

二

民
生
費

１

社
会
福
祉
費

２

老
人
福
祉
費

３

生
活
保
護
費

４

児
童
福
祉
費

５

国
民
健
康
保
険
事

業
助
成
費

６

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
事
業
助
成
費

三

衛
生
費

１

衛
生
費

四

清
掃
費

１

清
掃
総
務
費

２

収
集
作
業
費

３

収
集
車
両
費

４

処
理
処
分
費

五

経
済
労
働
費

１

生
活
経
済
費

２

産
業
経
済
費

六

土
木
費

１

建
築
公
害
費

人
口

人
口

六
十
五
歳
以
上
人
口

被
保
護
者
数

十
八
歳
未
満
人
口

区
立
保
育
所
入
所
児
童
数

私
立
保
育
所
入
所
児
童
数

被
保
険
者
数

被
保
険
者
数

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

事
業
所
数

人
口

一
人
に
つ
き

二
四
、
七
四
三
円

一
人
に
つ
き

一
五
、
一
八
八
円

一
人
に
つ
き

七
五
、
九
七
四
円

一
人
に
つ
き

一
八
八
、
八
七
五
円

一
人
に
つ
き

一
四
九
、
二
四
二
円

一
人
に
つ
き

一
、
五
五
九
、
七
五
九
円

一
人
に
つ
き

七
一
三
、
六
六
六
円

一
人
に
つ
き

一
三
、
三
五
八
円

一
人
に
つ
き

七
九
、
二
〇
九
円

一
人
に
つ
き

九
、
九
八
二
円

一
人
に
つ
き

四
六
〇
円

一
人
に
つ
き

五
、
五
三
八
円

一
人
に
つ
き

一
、
五
五
四
円

一
人
に
つ
き

二
、
七
三
三
円

一
人
に
つ
き

四
五
三
円

一
箇
所
に
つ
き

七
四
、
八
三
四
円

一
人
に
つ
き

二
、
四
八
三
円

２

都
市
整
備
費

３

道
路
橋
り
よ
う
費

４

公
園
費

七

教
育
費

１

小
学
校
費

２

中
学
校
費

３

そ
の
他
の
教
育
費

八

そ
の
他
諸
費

１

公
債
費

２

財
産
費

３

そ
の
他
行
政
費

人
口

道
路
面
積

公
園
面
積

児
童
数

学
級
数

学
校
数

生
徒
数

学
級
数

学
校
数

児
童
生
徒
数

幼
稚
園
数

人
口

元
利
償
還
金

年
度
支
払
額

人
口

一
人
に
つ
き

一
、
一
一
二
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

五
六
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き一

、
五
五
六
円

一
人
に
つ
き

四
一
、
九
四
四
円

一
学
級
に
つ
き一

、
一
〇
七
、
二
三
一
円

一
校
に
つ
き

一
〇
九
、
四
七
〇
、
〇
九
五
円

一
人
に
つ
き

四
四
、
七
九
五
円

一
学
級
に
つ
き一

、
六
二
八
、
〇
八
一
円

一
校
に
つ
き

一
一
四
、
六
〇
三
、
八
九
七
円

一
人
に
つ
き

二
八
、
九
一
一
円

一
箇
所
に
つ
き

五
三
、
九
九
七
、
七
四
三
円

一
人
に
つ
き

六
、
四
一
六
円

一
円
に
つ
き

一
円

一
円
に
つ
き

一
円

一
人
に
つ
き

一
五
、
〇
〇
二
円

二

投
資
的
経
費

経
費
の
種
類

測

定

単

位

単

位

費

用

一

議
会
総
務
費

１

議
会
総
務
費

人
口

一
人
に
つ
き

三
、
八
三
八
円
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二

民
生
費

１

社
会
福
祉
費

２

老
人
福
祉
費

３

児
童
福
祉
費

三

衛
生
費

１

衛
生
費

四

清
掃
費

１

収
集
作
業
費

２

処
理
処
分
費

五

経
済
労
働
費

１

生
活
経
済
費

六

土
木
費

１

建
築
公
害
費

２

都
市
整
備
費

３

道
路
橋
り
よ
う
費

４

公
園
費

七

教
育
費

１

小
学
校
費

２

中
学
校
費

３

そ
の
他
の
教
育
費

人
口

六
十
五
歳
以
上
人
口

十
五
歳
未
満
人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

道
路
面
積

人
口

学
校
数

学
校
数

児
童
生
徒
数

園
児
数

人
口

一
人
に
つ
き

一
、
五
六
八
円

一
人
に
つ
き

一
三
、
六
四
五
円

一
人
に
つ
き

四
六
、
三
九
〇
円

一
人
に
つ
き

一
、
〇
四
八
円

一
人
に
つ
き

五
九
八
円

一
人
に
つ
き

三
、
一
三
二
円

一
人
に
つ
き

三
七
九
円

一
人
に
つ
き

一
、
八
五
二
円

一
人
に
つ
き

二
二
一
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
六
八
円

一
人
に
つ
き

二
、
一
四
八
円

一
校
に
つ
き

二
五
七
、
九
一
三
、
五
〇
〇
円

一
校
に
つ
き

二
七
四
、
〇
六
九
、
八
八
九
円

一
人
に
つ
き

九
、
四
七
四
円

一
人
に
つ
き

三
二
一
、
六
八
一
円

一
人
に
つ
き

五
、
六
三
七
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
区
市
町
村
振
興
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
四
号

東
京
都
区
市
町
村
振
興
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
区
市
町
村
振
興
基
金
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
東
京
都
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
三
千
百
六
十
八
億
九
千
四
百
四
万
三
千
円
」
を
「
三
千
百
五
十
八
億
四
千
九
百
八
十
七

万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
区
市
町
村
振
興
基
金
条
例
第
三
条
に
定
め
る
額
の
う
ち
、
三

百
五
十
三
億
六
百
九
十
万
七
千
円
は
特
別
区
へ
の
貸
付
け
に
、
二
千
八
百
五
億
四
千
二
百
九
十
六
万

九
千
円
は
市
町
村
へ
の
貸
付
け
に
運
用
す
る
も
の
と
す
る
。

東
京
都
震
災
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
五
号

東
京
都
震
災
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
震
災
対
策
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
二
条
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
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公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
六
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
条

例
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

特
定
個
人
番
号
利
用
事
務

法
第
十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
を
い

う
。

五

利
用
特
定
個
人
情
報

法
第
十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。

第
四
条
第
一
項
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
」

に
、
「
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
」
を
「
利
用
特
定
個
人
情
報
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布

の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
人
事
委
員
会
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
七
号

東
京
都
人
事
委
員
会
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
人
事
委
員
会
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
八
十
六
万
二
千
円
」
を
「
八
十
六
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五

十
二
万
三
千
円
」
を
「
五
十
二
万
四
千
円
」
に
、
「
四
十
二
万
九
千
円
」
を
「
四
十
三
万
円
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
八
号

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
東
京
都
条
例
第
五
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
五
二
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
二
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
九
、
〇
〇
〇
円
」
を

「
四
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
六
、
二
〇
〇
円
」
を
「
二
六
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
十
九
号

東
京
都
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
条
例
第
百
二
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
八
十
六
万
二
千
円
」
を
「
八
十
六
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
八
十
四
万
六
千
円
」
を
「
八
十
四
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
四
十
二
万
九
千
円
」
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を
「
四
十
三
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
二
十
三
万
七
千
円
」
を
「
二
十
三
万
八
千
円
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
号

東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
東
京

都
条
例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
中
「
百
二
十
七
万
一
千
円
」
を
「
百
二
十
七
万
四
千
円
」
に
、
「
百
十
四
万
七
千
円
」

を
「
百
十
五
万
円
」
に
、
「
百
五
万
九
千
円
」
を
「
百
六
万
二
千
円
」
に
、
「
百
四
万
円
」
を
「
百
四

万
三
千
円
」
に
、
「
百
二
万
二
千
円
」
を
「
百
二
万
五
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
都
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
一
号

東
京
都
都
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
都
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
条
中
「
令
和
五
年
度
分
」
を
「
令
和
六
年
度
分
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
（
法
附

則
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の

都
市
計
画
税
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
、
附
則
第
二
十
条
の
三
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
は
、
同
条
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
税
条
例
附
則
第
二
十
条
の
規
定
は
、
令
和
五
年
度
分
の
都

市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
二
号

東
京
都
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六

年
東
京
都
条
例
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
二
万
八
千
円
」
を
「
二
万
八
千
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
固
定
資
産
評
価
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布

す
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
条
例
第
二
十
三
号

東
京
都
固
定
資
産
評
価
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

東
京
都
固
定
資
産
評
価
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
年
東
京
都
条
例
第
二

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
二
万
八
千
円
」
を
「
二
万
八
千
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴

収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
四
号

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
種
別

割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴

収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二

第
一
項
」
を
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」

に
、
「
収
納
の
」
を
「
収
納
に
関
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
十
九
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
従
前
の
公
金
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
者
（
同
法
に
よ

る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
が
収
納
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
は
、
こ
の

条
例
に
よ
る
改
正
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車

税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

東
京
都
収
用
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公

布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
五
号

東
京
都
収
用
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

東
京
都
収
用
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例

第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
五
二
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
二
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
九
、
〇
〇
〇

円
」
を
「
四
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
八
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
六
号

東
京
都
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
体
育
施
設
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例

第
一
条
中
「
東
京
都
体
育
施
設
」
を
「
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
に
、
「
「
体
育
施
設
」
を
「
「
ス

ポ
ー
ツ
施
設
」
に
改
め
る
。
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第
二
条
中
「
体
育
施
設
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
に
改
め
、
同
条
の
表
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
の
項

を
削
り
、
同
表
東
京
都
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
辰
巳
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

東
京
都
江
東
区
辰
巳
二
丁
目
八
番
十
号

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
十

九
条
中
「
体
育
施
設
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
に
改
め
る
。

別
表
二
の
部
㈠
の
款
ア
の
項
中

別
表
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

削
除

別
表
十
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
六

東
京
辰
巳
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

㈠

施
設

ア

専
用
使
用
の
場
合
の
利
用
料
金

「

体

育

館

午

前

一
二
三
、
六
六
〇
円

三
四
九
、
三
一
〇
円

を

午

後

一
二
三
、
六
六
〇
円

三
四
九
、
三
一
〇
円

夜

間

一
七
三
、
一
二
〇
円

四
八
九
、
〇
四
〇
円

午
前
・
午
後

二
二
四
、
八
三
〇
円

六
三
五
、
一
一
〇
円

午
後
・
夜
間

二
六
九
、
八
〇
〇
円

七
六
二
、
一
三
〇
円

全

日

三
三
七
、
二
四
〇
円

九
五
二
、
六
六
〇
円

」

「

体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）

午

前

一
三
四
、
八
三
〇
円

四
一
〇
、
七
七
〇
円

に
改
め
る
。

午

後

一
三
四
、
八
三
〇
円

四
一
〇
、
七
七
〇
円

夜

間

一
八
八
、
七
六
〇
円

五
七
五
、
〇
七
〇
円

午
前
・
午
後

二
四
五
、
一
四
〇
円

七
四
六
、
八
四
〇
円

午
後
・
夜
間

二
九
四
、
一
六
〇
円

八
九
六
、
二
一
〇
円

全

日

三
六
七
、
七
〇
〇
円

一
、
一
二
〇
、
二
六
〇
円

体
育
館
（
多
目
的
室
）

午

前

三
七
、
三
三
〇
円

一
一
三
、
二
一
〇
円

午

後

三
七
、
三
三
〇
円

一
一
三
、
二
一
〇
円

夜

間

五
二
、
二
六
〇
円

一
五
八
、
四
九
〇
円

午
前
・
午
後

六
七
、
八
七
〇
円

二
〇
五
、
八
三
〇
円

午
後
・
夜
間

八
一
、
四
四
〇
円

二
四
七
、
〇
〇
〇
円

全

日

一
〇
一
、
八
〇
〇
円

三
〇
八
、
七
四
〇
円

」
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施

設

の

名

称

等

使
用
単
位

入
場
料
の
徴
収
又
は

こ
れ
に
類
す
る
取
扱

い
を
し
な
い
場
合

入
場
料
の
徴
収
又
は

こ
れ
に
類
す
る
取
扱

い
を
す
る
場
合

メ

イ

ン

リ

ン

ク

一

時

間

三
八
、
〇
二
〇
円

一
五
二
、
〇
六
〇
円

サ

ブ

リ

ン

ク

一

時

間

一
六
、
二
三
〇
円

六
四
、
九
二
〇
円

会

議

室

一

時

間

一
〇
、
二
九
〇
円

一
〇
、
二
九
〇
円

第

一

控

室

一

時

間

九
八
〇
円

九
八
〇
円

第

二

控

室

一

時

間

六
、
一
三
〇
円

六
、
一
三
〇
円

第

三

控

室

一

時

間

九
八
〇
円

九
八
〇
円

特

別

室

一

日

三
四
、
〇
七
〇
円

三
四
、
〇
七
〇
円

多

目

的

室

一

時

間

二
一
、
〇
四
〇
円

二
一
、
〇
四
〇
円

ロ
ビ
ー
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

そ
の
他
の
施
設
（
規
則
で
定
め
る

施
設
又
は
部
分
を
除
く
。
）

一
日

一
平

方
メ
ー
ト
ル

九
〇
円

九
〇
円

イ

個
人
使
用
の
場
合
の
利
用
料
金

施

設

名

使
用
単
位

利

用

料

金

メ
イ
ン
リ
ン
ク
及
び
サ
ブ
リ
ン
ク

一

回

一
、
二
九
〇
円

㈡

附
属
設
備

設

備

名

使

用

単

位

利

用

料

金

大
型
映
像
装
置
（
北
側
）

一
時
間

一
〇
、
三
三
〇
円

大
型
映
像
装
置
（
西
側
）

一
時
間

一
五
、
三
九
〇
円

放

送

設

備

一
時
間

五
〇
〇
円

競

技

シ

ス

テ

ム

一
時
間

一
二
、
七
四
〇
円

ス

ケ

ー

ト

靴

一
回

四
一
〇
円

看
板
、
横
断
幕
、
懸
垂
幕
又
は
展
示
台

一
日

一
平
方
メ
ー
ト
ル

三
、
二
〇
〇
円

そ

の

他

の

附

属

設

備

一
個
、
一
箇
所
、
一
枚
、

一
面
又
は
一
式

一
時
間

三
一
、
五
一
〇
円

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
東
京
都
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
及
び
別
表
十
五
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
は
、
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

こ
の
条
例
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
東

京
都
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
別
表
十
六
の
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
等
の
使
用
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の

他
の
行
為
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

３

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
条
例
第
六
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
号
中
「
東
京
都
体
育
施
設
条
例
」
を
「
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
」
に
、
「
体
育

施
設
の
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
」
に
改
め
る
。

東
京
都
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
七
号

東
京
都
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
六
の
項
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

条
例
第
八
条
の
三
（
条
例
第
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
講
師
の
勤
勉
手
当
の
支
給

第
二
条
の
表
七
の
項
中
「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を

「
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、
同
項
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
勤
勉
手
当
の
支
給
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附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
八
号

学
校
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
「
三
四
、
三
四
三
人
」
を
「
三
四
、
八
三
一
人
」
に
改
め
、
同
表
二

の
項
中
「
一
六
、
三
四
五
人
」
を
「
一
六
、
三
八
六
人
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
一
〇
、
四
八
一

人
」
を
「
一
〇
、
五
五
一
人
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
六
、
三
二
一
人
」
を
「
六
、
五
〇
六
人
」

に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
六
七
、
四
九
〇
人
」
を
「
六
八
、
二
七
四
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布

す
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
十
九
号

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
東
京
都
条
例
第

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
四
十
二
万
九
千
円
」
を
「
四
十
三
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
号

東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
二
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
一
、
一
〇
七
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
一
号

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
条
例
第
三
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
授
業
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
東
京
都
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員

会
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
授
業
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
東
京
都
教
育
委
員
会
（
以
下
「
」
及

び
「
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
二
号

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
小
笠
原
村
」
の
下
に
「
に
所
在
す
る
教
育
庁
出
張
所
に
勤
務
す
る
職
員
が
、

同
出
張
所
の
所
掌
す
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
又
は
同
村
」
を
加
え
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
三
号

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
二
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
同
種
の
手
当
を
受
け
る
職
員

に
は
支
給
し
な
い
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
小
笠
原
業
務
手
当
は
、
」
の
下
に
「
小
笠
原
村
に
所
在
す
る
教
育
庁
出
張
所

に
勤
務
す
る
職
員
が
、
同
出
張
所
の
所
掌
す
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
又
は
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
四
号

東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
部
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
部
第
一
の
款
中
「
に
基
づ
く
事
務
」
を

「
及
び
都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
に
基
づ
く
事
務
」
に
改
め
、

同
款
一
の
項
イ
中
「
三
万
四
千
円
」
を
「
三
万
九
千
円
」
に
、
「
六
万
五
千
円
」
を
「
七
万
六
千
円
」

に
、
「
十
三
万
三
千
円
」
を
「
十
四
万
九
千
円
」
に
、
「
二
十
万
円
」
を
「
二
十
二
万
五
千
円
」
に
、

「
二
十
六
万
一
千
円
」
を
「
三
十
万
五
千
円
」
に
、
「
三
十
三
万
七
千
円
」
を
「
三
十
七
万
円
」
に
、

「
四
十
六
万
円
」
を
「
四
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
中
「
二
万
円
」
を
「
二
万
一
千
円
」
に
、

「
四
万
六
千
円
」
を
「
五
万
一
千
円
」
に
、
「
十
万
円
」
を
「
十
一
万
三
千
円
」
に
、
「
十
八
万
五
千

円
」
を
「
二
十
万
四
千
円
」
に
、
「
三
十
万
七
千
円
」
を
「
三
十
四
万
円
」
に
、
「
四
十
一
万
五
千

円
」
を
「
四
十
五
万
七
千
円
」
に
、
「
五
十
二
万
一
千
円
」
を
「
五
十
六
万
七
千
円
」
に
、
「
七
十
三

万
七
千
円
」
を
「
七
十
九
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑴
中
「
十
三
万
一
千
円
」
を
「
十
四
万
一
千

円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑵
中
「
十
九
万
九
千
円
」
を
「
二
十
一
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑶
中

「
二
十
九
万
二
千
円
」
を
「
三
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑷
中
「
三
十
四
万
八
千
円
」
を
「
三
十

七
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑸
中
「
五
十
二
万
五
千
円
」
を
「
五
十
七
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同

項
ハ
⑹
中
「
五
十
九
万
九
千
円
」
を
「
六
十
五
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑺
中
「
七
十
四
万
六
千

円
」
を
「
八
十
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
⑻
及
び
同
款
二
の
項
中
「
百
万
四
千
円
」
を
「
百
八
万

一
千
円
」
に
改
め
、
同
款
八
の
項
中
「
用
紙
一
枚
」
を
「
一
通
」
に
改
め
、
同
款
八
の
項
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

九

都
市
計
画
法
施
行
規
則
第
六
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
証
明
書
の
交
付

証
明
書
の
交
付
手
数
料

一
通
に
つ
き

九
百
円

交
付
申
請
の
と

き
。
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別
表
一
の
部
第
二
の
款
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

（
」
に
、
「
に
基
づ
く
事
務
」
を
「
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七

年
建
設
省
令
第
三
号
）
及
び
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例

第
三
十
六
号
）
に
基
づ
く
事
務
」
に
改
め
、
同
款
一
の
項
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
第
八
条
第
一
項
」

を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
宅
地
造
成
に
」
を
「
宅
地
造
成

等
又
は
同
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
盛
土
等
若
し
く
は
土
石
の
堆
積
に
」
に
、

「
宅
地
造
成
工
事
許
可
申
請
手
数
料

切
土
又
は
盛
土
を
す
る
土
地
の
面
積
に
応

じ
次
に
掲
げ
る
額

」
を

「
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積

工
事
許
可
申
請
手
数
料

イ

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
を
行
う
場

合

切
土
又
は
盛
土
を
す
る
土
地
の
面
積

に
応
じ
次
に
掲
げ
る
額

」
に
改
め
、
同
項
⑴
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万

円
」
に
改
め
、
同
項
⑵
中
「
三
万
一
千
円
」
を
「
三
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
⑶
中
「
四
万
六
千

円
」
を
「
五
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
⑷
中
「
七
万
四
千
円
」
を
「
八
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項

⑸
中
「
十
万
六
千
円
」
を
「
十
二
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
⑹
中
「
十
七
万
二
千
円
」
を
「
二
十
万

一
千
円
」
に
改
め
、
同
項
⑺
中
「
十
八
万
八
千
円
」
を
「
二
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
項
⑻
中
「
二
十

四
万
三
千
円
」
を
「
二
十
七
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
⑼
中
「
三
十
三
万
一
千
円
」
を
「
三
十
六
万

四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
⑽
中
「
四
十
八
万
九
千
円
」
を
「
五
十
三
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

土
石
の
堆
積
を
行
う
場
合

土
石
の
堆

積
を
す
る
土
地
の
面
積
に
応
じ
次
に
掲
げ

る
額

⑴

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

一
万
八
千
円

⑵

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

二
万
八
千
円

⑶

千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
、
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

三
万
五
千
円

⑷

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
五
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の

五
万
四
千
円
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別
表
一
の
部
第
二
の
款
二
の
項
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
宅
地
造
成
及
び

特
定
盛
土
等
規
制
法
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
基
づ
く
宅
地
造
成
」
を
「
基
づ
く
宅
地
造
成
等
又
は

同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
盛
土
等
若
し
く
は
土
石
の
堆
積
」
に
、

「
宅
地
造
成
工
事
変
更
許
可
申
請
手
数
料

変
更
許
可
申
請
一
件
に
つ
き
、
次
に
掲
げ

る
額
を
合
算
し
た
額
。
た
だ
し
、
そ
の
額

が
四
十
八
万
九
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、

そ
の
手
数
料
の
額
は
、
四
十
八
万
九
千
円

と
す
る
。

」
を

「
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積

工
事
変
更
許
可
申
請
手
数
料

イ

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
を
行
う
場

合

変
更
許
可
申
請
一
件
に
つ
き
、
次
に

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
。
た
だ
し
、
そ

の
額
が
五
十
三
万
三
千
円
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
手
数
料
の
額
は
、
五
十
三
万
三

千
円
と
す
る
。

」
に
改
め
、
同
項
⑴
及
び
⑵
中
「
宅
地
造
成
」
の
下

に
「
又
は
特
定
盛
土
等
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
一
万
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の

六
万
六
千
円

⑹

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
二
万
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の

十
二
万
一
千

円

⑺

二
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
四
万
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の

十
三
万
四
千

円

⑻

四
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
七
万
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の

十
六
万
三
千

円

⑼

七
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
十
万
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の

二
十
万
七
千

円

⑽

十
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の

二
十
九
万
二

千
円
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別
表
一
の
部
第
二
の
款
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

土
石
の
堆
積
を
行
う
場
合

変
更
許
可

申
請
一
件
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
額
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
二
十
九

万
二
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
手
数

料
の
額
は
、
二
十
九
万
二
千
円
と
す
る
。

⑴

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
設
計

の
変
更
（
⑵
の
み
に
該
当
す
る
場
合
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
土
石
の
堆
積

を
す
る
土
地
の
面
積
（
⑵
に
規
定
す
る

変
更
を
伴
う
場
合
に
あ
っ
て
は
変
更
前

の
土
石
の
堆
積
を
す
る
土
地
の
面
積
、

土
石
の
堆
積
を
す
る
土
地
の
縮
小
を
伴

う
場
合
に
あ
っ
て
は
縮
小
後
の
土
石
の

堆
積
を
す
る
土
地
の
面
積
）
に
応
じ
一

の
項
に
規
定
す
る
額
に
十
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額

⑵

新
た
な
土
石
の
堆
積
を
す
る
土
地
へ

の
編
入
に
係
る
土
石
の
堆
積
に
関
す
る

工
事
の
設
計
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
編
入
さ
れ
た
土
石
の
堆
積
を
す
る

土
地
の
面
積
に
応
じ
一
の
項
に
規
定
す

る
額

⑶

そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
一
万

五
千
円
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別
表
一
の
部
第
七
の
款
一
の
項
及
び
十
四
の
二
の
項
中
「
建
築
主
事
」
の
下
に
「
又
は
建
築
副
主

事
」
を
加
え
、
同
款
中
四
十
五
の
項
か
ら
四
十
九
の
項
ま
で
を
四
十
七
の
項
か
ら
五
十
一
の
項
ま
で
と

し
、
四
十
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
三
の
部
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
に
」
を
「
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
に
」
に
改
め
、
同
部
一
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
の
規
定

中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
部
六
の
項
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
」
に
改
め
、
同
部
備
考
二
中
「
向
上
の
一
層
」
を
「
一
層
の
向
上
」
に
改
め
、
同
部
備
考
三
及
び
備

考
四
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
部
備
考
六
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
」
に
改
め
、
同
部
備
考
八
か
ら
備
考
十
ま
で
の
規
定
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
一
の
部
第
一
の
款
及
び
第

二
の
款
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令

和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
（
別
表
一
の
部
第
二
の
款
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
施

行
の
際
、
現
に
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
。
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八

条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
て
い
る
同
項
の
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
同
法
第
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
市
整
備

局
関
係
手
数
料
条
例
別
表
一
の
部
第
二
の
款
一
の
項
及
び
二
の
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
。

東
京
都
市
計
画
事
業
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
等
を
廃
止
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

三

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則
第
八
十
八
条
の
規
定
に

基
づ
く
証
明
書
の
交
付

四

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
第
五
条
第
三
項
に
基
づ

く
盛
土
規
制
法
調
書
の
写
し
の
交
付

証
明
書
の
交
付
手
数
料

一
通
に
つ
き
九
百

円盛
土
規
制
法
調
書
の
写
し
の
交
付
手
数
料

一
通
に
つ
き
七
百
円

交
付
申
請
の
と

き
。

交
付
申
請
の
と

き
。

四
十
五

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六
項
の
規
定
に
基

づ
く
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
に
係
る
認
定
の
申
請
に
対
す

る
審
査

既
存
建
築
物
の
敷
地
と
道
路

と
の
関
係
の
制
限
の
緩
和
に

係
る
認
定
申
請
手
数
料

二
万
八
千
円

認
定
申
請
の
と

き
。

四
十
六

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
七
項
の
規
定
に
基

づ
く
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
に
係
る
認
定
の
申
請
に
対
す

る
審
査

既
存
建
築
物
の
道
路
内
の
建

築
制
限
の
緩
和
に
係
る
認
定

申
請
手
数
料

二
万
八
千
円

認
定
申
請
の
と

き
。
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
五
号

東
京
都
市
計
画
事
業
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
等
を
廃
止
す
る
条
例

次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。

一

東
京
都
市
計
画
事
業
汐
留
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
（
平
成
六
年
東
京
都
条
例
第
百
四
十
四

号
）

二

東
京
都
市
計
画
事
業
秋
葉
原
駅
付
近
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第

四
十
一
号
）

三

東
京
都
市
計
画
事
業
新
砂
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
四
十
二

号
）

四

東
京
都
市
計
画
事
業
田
端
二
丁
目
付
近
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例

第
八
十
三
号
）

五

東
京
都
市
計
画
事
業
大
橋
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
施
行
規
程
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条

例
第
百
六
十
七
号
）

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第

十
八
条
第
一
項
の
検
査
に
係
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
規
模
、
同
項
及
び
法
第
三
十
七
条
第

一
項
の
検
査
に
係
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
特
定
工
程
の
追
加
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、

法
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
法
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
中
間
検
査
を
要
す
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
規
模
）

第
三
条

法
第
十
八
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
規
模
の
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
は
、
宅
地
造
成

及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
十
六
号
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

（
特
定
工
程
等
）

第
四
条

法
第
十
八
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
工
程
は
、
次
の
表
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。特

定
工
程

特
定
工
程
後
の
工
程

一

盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
に
対
し
段
切
り
を
行

う
工
事
の
工
程

盛
土
を
す
る
工
事
の
工
程

二

擁
壁
の
設
置
の
た
め
の
根
切
り
を
行
う
工
事

の
工
程

擁
壁
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

三

擁
壁
の
基
礎
地
盤
の
改
良
を
行
う
工
事
の
工

程

擁
壁
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

四

擁
壁
の
基
礎
ぐ
い
の
打
込
み
を
行
う
工
事
の

工
程

擁
壁
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

五

擁
壁
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
も
の
に
限

る
。
）
の
鉄
筋
の
組
立
て
を
行
う
工
事
の
工
程

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
工
事
の
工
程

六

擁
壁
の
根
入
れ
部
分
（
練
積
み
造
の
も
の
に

限
る
。
）
を
築
造
す
る
工
事
の
工
程

擁
壁
の
地
表
面
を
超
え
る
高
さ
の
部
分
を

築
造
す
る
工
事
の
工
程

七

盛
土
の
内
部
に
排
水
施
設
を
設
置
す
る
工
事

の
工
程

排
水
施
設
の
周
囲
を
砕
石
そ
の
他
の
資
材

で
埋
め
る
工
事
の
工
程

八

盛
土
の
内
部
に
透
水
層
を
設
け
る
工
事
の
工

程

透
水
層
の
上
面
に
盛
土
を
す
る
工
事
の
工

程

２

知
事
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
工
事
（
法

第
十
五
条
又
は
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
特
定
工
程
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を
含
む
と
き
は
、
東
京
都
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
工
事
主

に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

工
事
主
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
前
項
の
許
可
に
係
る
工
事
に
着
手
す
る
日
の
前
日

ま
で
に
当
該
工
事
の
工
程
を
示
す
書
面
（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
工
事
主
が
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
工
程
を
二
以
上
の
工
程
に
分
け
て
施
工

す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
工
程
を
含
む
工
事
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
適
当
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
工
程
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
工
程
を
特
定
工
程
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
が
指
定
し
た
工
程
以
外
の
工
程
は
、
特
定
工
程
で
な
い

も
の
と
み
な
す
。

５

知
事
は
、
前
項
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
工
事
主
に
そ
の
旨
を

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
盛
土
規
制
法
調
書
）

第
五
条

知
事
は
、
盛
土
規
制
法
調
書
（
以
下
「
調
書
」
と
い
う
。
）
を
調
製
し
、
保
管
す
る
も
の
と

す
る
。

２

知
事
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
工
事
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
所
在
地
そ
の
他
の
規
則

で
定
め
る
事
項
を
調
書
に
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
調
書
を
常
に
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
よ
う
に
保
管
し
、
か
つ
、
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
写
し
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

調
書
の
調
製
、
写
し
の
交
付
の
請
求
そ
の
他
調
書
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
公
表
）

第
六
条

知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
監
督
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
監
督
処
分
の
年
月
日
、
内
容
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し

二

法
第
二
十
条
第
二
項
又
は
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
施
行
の
停
止
又
は
災

害
防
止
措
置
の
命
令

三

法
第
二
十
条
第
三
項
又
は
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
使
用
の
禁
止
若
し
く

は
制
限
又
は
災
害
防
止
措
置
の
命
令

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で

定
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
七
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
八
号
ロ
中
「
第
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
条
の
二
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
三
十
八
号

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
八
号
ロ
中
「
第
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
条
の
二
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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